
令和３年度「学びに向かう学校」づくり生徒推進フォーラム 

 

【目 的】学校と生徒が目指す授業像を共有し、それに向かう集団としての「学びに向かう学校づくり」

に係る取組を発表・協議することを通して、各学校の取組の一層の充実を図るとともに、県

内の中学校（義務教育学校の後期課程を含む）の「学びに向かう学校づくり」を推進する。 

 

【主 催】大分県教育委員会 

 

【期 日】令和３年８月４日（水）１３：３０～１６：１０ 

 

【場 所】別府ビーコンプラザ レセプションホール 

 

【参加校】中津市立中津中学校    豊後高田市立高田中学校    国東市立国東中学校 

杵築市立宗近中学校    日出町立日出中学校      別府市立朝日中学校 

大分市立大在中学校    臼杵市立西中学校       由布市立挟間中学校 

佐伯市立佐伯城南中学校  豊後大野市立三重中学校    日田市立北部中学校 

 

【内容】 

（１） 開会行事 

大分県教育委員会挨拶  大分県教育庁教育次長  米持 武彦 

＜要旨＞ 

〇平成 28年度の全国学力・学習状況の結果を受け、中学校の課題 

を整理し、取組を始めた。 

・１つ目は、生徒どうしでやりとりしたり、みんなで話し合い 

ホワイトボードにまとめたりする等、教師主導型の授業から 

子ども主体の授業への転換を図る。 

     ・２つ目は、同じ学校の中や近くの学校とで、教師自身が授業方法や教え方を学ぶ。 

     ・３つ目は、学習目標を立てる等、生徒にも授業づくりに参加してもらう。 

    〇このフォーラムの各校の取組も、年を重ねるごとに、生徒主体の活発なものになっており、 

プレゼン資料も内容の濃いものになってきている。自分たちの学校を自分たちで創る、自 

分たちが参加する授業は、先生と一緒に創るという気持ちが盛り上がってきていると思う。 

学校をなんとかしようと思う人が増えてきていることがうれしい。 

    〇３年前、日本と諸外国の若者に、「自分の将来について明るい希望を持っているか。」とい 

う調査をしたところ、「ある」と回答した若者の割合は、日本が 60％程度で、調査した７か 

国の中で一番低かった。こういう機会が、自分たちの明るい未来につながるのだという大 

きな志を持って参加してほしい。 

〇東京オリンピックのスケートボードで金メダルを獲得した堀米 雄斗選手は、表彰式のイ 

ンタビューで、「スケートボードのイメージを変えていきたい。」と発言した。この発言の 

意味を考えると、スケートボードがオリンピック種目に加えられ、スポーツ文化がより豊 

かになっていくという未来を描こうとしているのだと感じた。みなさんと年代が近い人た 

ちが、自分たちの未来を描こうとしているということを感じながら見ると、金メダルの意 

味も違ってくると思う。みなさんの志を高く持つきっかけになるよう、今日１日を過ごし 

てほしい。 

 



        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）発表（８校によるポスターセッション） 

別府市立朝日中学校 中津市立中津中学校 

各校が作成したプレゼン資料 

大分市立大在中学校 

佐伯市立佐伯城南中学校 

日田市立北部中学校 

臼杵市立西中学校 

説明を熱心に聴く生徒たち 

豊後高田市立高田中学校 

豊後大野市立三重中学校 



（３）グループ討議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）全体交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）閉会行事（振り返り） 

＜講評＞ 大分県教育庁義務教育課長 武野 太 

〇各校の発表から今後の取組につなげてほしいこと 

・生徒一人一人が主役になる取組をしてほしい。 

・点検のための点検にならないよう、点検活動の目的を明確に 

して行ってほしい。 

・クラス順位を決めるだけのコンクールにせず、目標の達成を 

目指し、意欲的に取り組めるようなコンクールの在り方も考えてほしい。 

・取組については、短期間で振り返りを行うことも大事である。 

・学校教育目標、生徒会スローガン、学年目標、学級目標、学習目標などがすべてつなが 

り、みんなが何を目指しているのかが分かるように設定することも大事である。 

 〇「社会人基礎力 12 の能力要素（経済産業省）」に係る調査において、高校生自身がまだ備

わっていないと思う要素は、「主体性」「課題発見力」「創造力」であった。みんなには、ど

うしたら「主体性」「課題発見力」「創造力」の力が付くのか考えてほしい。そして、自分

たちの未来は自分たちで創るという気持ちを持ってほしい。 

 

協議テーマ 

「『学びに向かう学校づくり』を進めるために各学校でこれから取り組むとよい活動」 


